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の
第
十
五
回
卒
業
式
が
二
十

一
日
、

札
幌
市
民
会
館
で
行

わ
れ
、十
九
人
が
巣
立

つ
た
。

遠
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塾
は

一
九
九
〇
年
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粛新覚舞

開
設
「市
民
会
館
を
会
場
に
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市
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ふ
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っ
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の
計
四
十
七
人
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修

了
証
書
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贈
ら
れ
た
後
、
卒

業
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工
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代
表
か
ら

一
人

一
大
卒
業
証
書
を
受…
け
弦

り
、

家
族
や
ス
タ
ツ
フ
か
ら

大
き
な
相
手
を
受
け
た
。
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ヽ
高
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に
進

学！ｉ
す
る
ヽ
当
生
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聞
校
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六
人
も
い
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二
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と
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ま
し
た
”

次
は
通
信
制
の
高
校
で
勉
強

し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
中

！
！

　

！
六
松
本
悌

一
）

卒
業
証
書
を
受
け
取
る
遠
友
聖
の
卒
業
生

|
|

J ヒ

◎ を日打聞◎

３０
～
７０
代

の
―

‐９
人
「巣
立
ち
」
！

ち
札
幌
遠
友
塾
自
主

夜
間
中
学
」
で
卒
業
式

戦
争
、

負
困
な
ど
の
理
由

で
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
な

か

っ
た
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
中
学
校
の
教
科
を
教
え
る
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＝
の
卒
業
式

・
修
業
式
が
２‐

日
、

札
幌
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
。
１
９
９
０
年
に
ス
タ

教
室
と
し
て
使

っ
て
き
た
市

民
会
館
は
こ
の
日
を
限
り
に

閉
鎖
さ
れ
↑

！４
月
か
ら
は
別

会
場
に
移
る
”
同
塾
ス
タ
ッ

フ
と
生
徒
ら
は
公
立
夜
間
中

学
を
設
置
す
る
よ
う
道
や
札

幌
市
に
要
望
し
て
い
く
。

今
年
の
卒
業
生
１９
人
は
３０

～
７０
代
。

生
徒
は
卒
業
証
書

を
受
け
取
り
――
写
真
＝

「義

務
教
育
未
修
了
と
い
う
６０
年

間
の
心
の
傷
を
、

遠
友
塾
が

い
や
し
て
く
れ
た
」

「初
め

て
卒
業
証
書
を
い
た
だ
き
、

感
激
で
い

っ
ぱ
い
」
な
ど
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

同
塾
は
４
月

か
ら
会
場
を
札

幌
市
教
育
文
化

会

館

に

移

す

が
、

教
材
の
保

管
場
所
や
保
健

室
が
な
い
。

ま

た
、

教
員
も
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の

た
め
、

専
門
家

の
指
導
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。
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藤

代

表

ら

は
、

道
や
札
幌

市
に
公
立
夜
間
中
学
の
開
設

や
空
き
校
舎
の
民
間
提
供
な

ど
を
訴
え
る
た
め
↓
北
海
道

に
夜
間
中
学
つ
く
る
会
」
を

設
立
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
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